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I． 論 文 題 目  

 

教 師 教 育 者 の 専 門 性 に 関 す る 知 識 論 的 研 究  

－ 反 省 的 実 践 家 論 の 検 討 か ら －  

 

 

II． 論 文 構 成  

 

序 章  問 題 の 所 在 と 研 究 の 目 的  

第 1 節  研 究 の 課 題  

第 2 節  「 教 師 教 育 者 」 お よ び 「 専 門 性 」 の 概 念 の 整 理  

1 「 教 師 教 育 者 」 と は 何 か  

2 「 専 門 性 」 と は 何 か  

第 3 節  先 行 研 究 の 検 討  

1 教 師 教 育 者 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ  

2 教 師 教 育 者 の 専 門 性  

3 教 育 学 に お け る シ ョ ー ン の 反 省 的 実 践 家 論 の 受 容  

4 シ ョ ー ン の 反 省 的 実 践 家 論 に 関 す る 理 論 的 研 究  

 

第 1 章  教 職 の 専 門 性 に お け る 知 識 論 の 位 置  

第 1 節  専 門 性 と 能 力 に つ い て の 従 来 の 見 解  

1 専 門 性 お よ び 能 力 の 内 的 構 造  

2 能 力 を 示 す 「 コ ン ピ テ ン ス 」 と 「 コ ン ピ テ ン シ ー 」 の 相 違   

第 2 節  状況における知識と能力との関係――OECD によるコンピテンス論から 

第 3 節  知 識 観 の 拡 張 ― ― 専 門 的 知 識 の 創 出 に む け て  

 

第 2 章  教 師 教 育 者 の 専 門 性 論 の 展 開 ― ― 欧 米 の 先 行 研 究 か ら  

第 1 節  欧米の動向に注目すべき理由――日本における教師教育者研究の現状 

第 2 節  欧 米 に お け る 高 等 教 育 機 関 の 教 師 教 育 者 政 策 の 背 景  

1 欧 州 の 政 策 優 先 性 （ primacy） と 成 果 主 義  

2 米 国 の 教 師 教 育 者 の 専 門 職 化 運 動 と 教 職 科 学 研 究  

第 3 節  教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 論 の 展 開  

1 シ ュ ル マ ン の 知 識 基 盤 （ knowledge base） モ デ ル  

2 教 師 教 育 者 の 自 己 言 及 的 研 究 ― ― セ ル フ ス タ デ ィ  

第 4 節  知 識 観 の 再 検 討 の 必 要 性 ― ― 知 識 の 創 出 と 知 識 の 使 用 の 問 題 圏  
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第 3 章  ショーンによる知識論――「実践の認識論（epistemology of practice）」 

第 1 節  実 践 の 認 識 論 の 射 程  

第 2 節  技 術 的 合 理 的 な 知 識 使 用 へ の 批 判  

第 3 節  専門職者がもつ実践的思考「行為内反省 （reflection-in-action）」の機制  

1 状 況 観  

2 知 識 観  

3 実 践 に お け る 思 考 観  

第 4 節  「 行 為 内 反 省 」 か ら 教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 へ の 示 唆  

 

第 4 章  専 門 職 者 が も つ 知 の 特 性 ― ― 「 実 践 内 知 （ knowing-in-practice）」  

第 1 節  行 為 を 規 定 す る も の と し て の 実 践 内 知  

第 2 節  実 践 内 知 の 特 質 ― ― 4 つ の 定 項 （ constants）  

第 3 節  実 践 内 知 が 行 為 内 反 省 を 枠 づ け る 機 制  

第 4 節  知 が 推 論 を 制 約 す る と き ― ― 過 剰 学 習 （ overlearned）  

 

第 5 章  感 触 と い う 知 ― ― 専 門 職 者 の わ ざ （ artistry） と し て  

第 1 節  教 育 に お け る 感 触 （ feeling）  

第 2 節  高 次 性 質 の 知 覚 の 機 制  

第 3 節  高 次 性 質 の 知 覚 に お け る 言 語 の 位 置 ― ― 「 暗 黙 知 」 の 援 用  

1 低 次 性 質 と 高 次 性 質 の 関 係 性 の 検 討  

2 高 次 性 質 を 知 覚 す る こ と へ の 言 語 の 関 与  

第 4 節  感 触 を も つ こ と の 教 授 に お け る 事 実 的 知 識 と 体 験 的 知 識 の 関 係  

  

終 章  教師教育者の専門性を専門的知識からみること――反省的実践家論への示唆 

 

 

III． 本 研 究 の 問 題 設 定 （ 序 章 の 要 約 ）  

 

１ ． 問 題 の 所 在 と 研 究 の 目 的  

本 研 究 は 、 新 た に 注 目 さ れ る べ き 職 能 集 団 で あ る 「 教 師 教 育 者 」 の 専 門 性

を 、 今 日 広 く 議 論 さ れ て い る よ う な 資 質 ・ 能 力 論 に よ る の で は な く 、 知 識 論

と し て 考 察 す る も の で あ る 。  

教 師 の 専 門 性 の 高 度 化 へ の 要 求 は 、 社 会 ・ 経 済 構 造 の 急 速 な 変 化 を 背 景 に

し て 、 日 増 し に 高 ま っ て い る 。 こ れ は 、 教 育 の 良 し 悪 し は 教 師 の あ り 方 に 影

響 を 受 け る と の 了 解 が あ る た め と 考 え ら れ る 。 し か し 我 が 国 に お い て は 、 議

論 は 教 員 養 成 制 度 や 現 職 教 員 研 修 と い っ た 制 度 面 に 集 中 し て い る 。 こ れ ら 制

度 を 運 用 し て 「 教 師 」 を 養 成 し 、 彼 ら の 職 業 キ ャ リ ア に お け る 能 力 開 発 を 行
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う 職 務 を も つ「 教 師 教 育 者（ Teacher Educator）」と い う 存 在 に つ い て は 、こ

と 日 本 に お い て は 、政 策 、研 究 と も に 議 論 は 数 え る ば か り で あ る（ 稲 垣 1998；

丸 山 2008； 武 田 2012； 小 柳 2016； 小 柳 2018； 岩 田 ・ 草 原 ・ 川 口  2018； 大

坂 ・ 川 口 ・ 草 原  2020）。教 師 が 初 等 中 等 教 育 の 質 を 左 右 す る 重 要 な 要 因 で あ

り 、 そ う し た 教 師 が 教 師 教 育 者 に よ っ て 養 成 さ れ て い る 事 実 に 鑑 み れ ば

（ Lisbon, Borko and Whitcomb 2008）、 さ ら に 、 ベ テ ラ ン と 周 囲 か ら 見 な さ

れ る 教 師 が 同 僚 教 師 や 後 輩 教 師 を 指 導 し て い る 現 実 に 鑑 み て も 、 教 師 教 育 者

の 質 、 す な わ ち 教 師 教 育 者 が も つ 専 門 性 を 検 討 す る こ と は 、 重 要 な 課 題 で あ

る 。  

た し か に 、 教 職 大 学 院 の 設 置 に 伴 っ て 導 入 さ れ た 「 実 務 家 教 員 （ 教 職 等 と

し て の 実 務 経 験 を 有 す る 教 員 ）」の 配 置 を 契 機 に 、教 師 教 育 者 に 求 め ら れ る 資

質・能 力 は 政 策 で 言 及 さ れ る よ う に な っ た（ 中 教 審 答 申 2006： 参 考 資 料 １ ；

中 教 審 答 申 2015： 37）。 し か し 専 門 性 を 問 う 際 に 、 資 質 ・ 能 力 だ け を 扱 う こ

と は 適 切 だ ろ う か 。「 能 力 」は 、あ る 望 ま し い 状 態 が 観 察 さ れ た と き に 、そ の

状 態 を 引 き 起 こ す も の と し て 個 人 の 内 側 に 構 成 的 に 見 出 さ れ 、 帰 属 さ れ る 。

そ う し て 構 成 さ れ た 概 念 と し て の 「 能 力 」 は 、「 ～ で き る 」「 ○ ○ 力 」 と い う

述 語 表 現 で 記 述 さ れ る 。 こ う し た 述 語 表 現 は 、 文 脈 や 場 面 に 依 る こ と な く い

つ で も 発 揮 し う る も の と し て「 能 力 」を 描 き 出 し が ち で あ る（ Pavese 2018）。

す る と 、 人 は 能 力 を 持 ち な が ら も 、 個 々 の 状 況 や 文 脈 、 偶 発 的 な 諸 要 因 等 に

よ っ て 、 述 語 表 現 通 り の 結 果 に は な ら な い 場 合 が あ る こ と を 、 見 落 と し か ね

な い 。  

以上の資質・能力論を支える考え方として、表象主義的な知識観があることを指摘した

い。表象主義的知識観は、世界を正しく映し出す命題的な知識およびその組み合わせを個

人が所有しており、それを個々の状況や文脈に、規則に則して適用することで能力が発揮

されると捉える。この知識観に立つ限り、能力の主要な構成要件は状況や文脈から切り離

された命題的知識の集積体と、規則に基づいた適用ということになる。だが、表象主義的

知識観に基づく資質・能力論は次のような問題を導きがちである。すなわち、望ましいパ

フォーマンス結果が観察されない場合、その能力のないことが当該個人の知識不足と知識

適用の失敗とに求められ、本人の責任に還元されてしまう。表象主義的知識観のもとでは、

述語表現として構成された「能力」を用いて現実に発揮された〈能力〉を説明する際に、

能力が発揮される過程で状況や文脈が異なるなかどのように知識が相まって機能している

のか、その機制が見落とされると考えられる（cf. 奈須 2019）。 

以 上 の 問 題 意 識 の も と 、 本 研 究 は 教 師 教 育 者 の 専 門 性 を 、 素 質 や 「 で き る

こ と 」 の 表 象 を 列 挙 し た 資 質 ・ 能 力 と は 異 な る 、「 専 門 的 知 識 （ professional  

knowledge）」と し て 検 討 す る 。こ こ で の 専 門 的 知 識 は 、命 題 的 知 識 や 技 能 的

知 識（ know-how）の み を 指 す の で は な い 。そ れ ら 命 題 的・技 能 的 知 識 が 発 揮

さ れ る 機 制 も 含 ん だ 動 的 な 知 識 の あ り 方 を 組 み 入 れ た も の な の で あ る 。  
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こ こ で 検 討 に 値 す る と 考 え る の が 、ド ナ ル ド・シ ョ ー ン（ Donald Alan Schön  

1930-1997） が 「 反 省 的 実 践 家 」 論 を 展 開 し て い た と き に 彼 が も っ て い た 知

識 観 で あ る 。周 知 の よ う に シ ョ ー ン を 著 名 に し た の は 、実 践 家（ practit ioner）

が も つ 判 断 的 思 考 と し て 提 示 し た「 行 為 内 反 省（ reflection-in-action）」で あ

り 、 そ の よ う な 思 考 に 価 値 を 置 く 専 門 家 像 「 反 省 的 実 践 家 （ reflective 

practit ioner）」 で あ っ た 。 彼 の “reflection”の 語 は 多 く の 場 合 「 省 察 」 と 訳 さ

れ 、 教 師 の 専 門 性 と し て 広 く 受 容 さ れ て い る （ e.g. 佐 藤 1997： 57-65； 石 井

2017： 213-218； 越 智 2010）。 し か し そ の 受 容 に お い て は 、 シ ョ ー ン が 「 技

術 的 合 理 性（ technical  rationality）」と 批 判 す る 点 が「 命 題 的 知 識 を 集 積 し 科

学 的 原 理 を 現 実 に 適 用 す る 」 こ と で あ っ た こ と は 理 解 さ れ て い て も 、 そ の オ

ル タ ナ テ ィ ブ が 「 行 為 内 反 省 」 を 可 能 に す る 知 識 の あ り 方 、 す な わ ち 「 実 践

の 認 識 論 （ epistemology of practice）」 で あ っ た 点 は （ Schön1983： vii）、 シ

ョ ー ン が 主 張 す る よ う に は 理 解 さ れ て い な い よ う に 思 わ れ る （ e.g.  Eraut 

1994； Korthagen et.al .  2001； 佐 藤 ・ 岩 川 ・ 秋 田 1991； 越 智 2010）。 シ ョ ー

ン は 知 識 を 、 状 況 や 環 境 と 不 可 分 か つ 可 変 的 に 発 揮 さ れ る も の と 捉 え 、 専 門

家 の 実 践 的 思 考 を 駆 動 も さ せ 抑 制 も さ せ る 動 的 な「 知（ knowing）」と し て 描

い た の だ っ た 。 本 研 究 は 彼 が 展 開 し た 独 自 の 知 識 論 を 明 ら か に し つ つ 専 門 的

知 識 の 原 理 を 検 討 す る 。 そ の う え で 教 師 教 育 者 の 職 務 的 文 脈 で 検 討 し 、 教 師

教 育 者 に 求 め ら れ る 専 門 的 知 識 の あ り 方 を 提 示 す る 。  

な お 本 研 究 で 用 い る 教 師 教 育 者 と は 、 制 度 上 の 職 務 と し て 、 教 師 志 望 学 生

の 育 成 や 現 職 教 員 の 能 力 開 発 に 直 接 的 に 携 わ る 立 場 に あ る 者 を 指 す 。 し か し

日 本 に お い て は 、 職 種 は 教 諭 で あ っ て も 実 習 生 や 後 輩 教 員 を 指 導 す る 立 場 に

置 か れ る こ と が 日 常 的 で あ る こ と か ら 、 本 研 究 で は 制 度 上 の 立 場 に 拘 ら ず 、

「 教 え る こ と を 教 え る 」 た め の 専 門 的 知 識 の 原 理 を 探 究 す る 。  

 

 

IV． 論 文 の 要 約 （ 第 1 章 ～ 終 章 ）  

 

第 1 章 ： 教 職 の 専 門 性 に お け る 知 識 論 の 位 置   

従 来 日 本 の 教 育 行 政 に お い て は 、 教 師 や 教 師 教 育 者 の 「 専 門 性 」 の 検 討 に

あ た り 、「 資 質 」や「 資 質 能 力 」の 語 を 用 い て 彼 ら に 期 待 す る 内 容 を 表 し て き

た こ と を 、 中 央 教 育 審 議 会 答 申 な ど に よ っ て 確 認 し た 。 能 力 が そ う 発 揮 さ れ

る に は 、 す で に 持 っ て い る 知 識 や 能 力 が 、 状 況 や 文 脈 と 適 合 的 に 調 整 ・ 動 員

さ れ る 機 制 が 働 い て い る と い う 知 見 か ら 、 能 力 は 専 門 性 の 一 面 を 表 し て い る

が 不 十 分 で あ る こ と を 指 摘 し た 。ま た こ の こ と を OECD の コ ン ピ テ ン ス 論 で

確 認 し た 。 以 上 か ら 「 知 識 」 の 語 の 使 用 が 適 切 で あ る こ と を 示 し た 。 そ の う

え で 、 伝 統 的 に 認 め ら れ て き た 命 題 的 知 識 と 技 能 的 知 識 と い う 2 分 類 で は な
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く 、 す で に 持 っ て い る 知 識 ・ 技 能 を 状 況 や 文 脈 と 適 合 的 に 調 整 ・ 動 員 ・ 統 合

す る よ う な 動 的 な 機 制 を 持 つ 知 識 を 探 究 す る 必 要 性 を 示 し た 。  

 

第 2 章 ： 教 師 教 育 者 の 専 門 性 論 の 展 開 ― 欧 米 の 先 行 研 究 か ら  

教 師 教 育 者 に つ い て の 研 究 や 職 能 開 発 の 実 践 は 欧 米 に 一 日 の 長 が あ る が 、

そ れ は 1980 年 代 に 始 ま る 教 育 改 革 に よ っ て 、 教 職 の 専 門 職 化 と 教 師 教 育 の

高 度 化 と が 、 並 行 し て 進 展 し て い る た め で あ る 。 そ の 背 景 に 経 済 ・ 社 会 構 造

の 変 動 が あ る こ と を 見 逃 し て は な ら ず 、 そ れ と 連 動 し た 教 育 制 度 改 革 で あ る

ゆ え に 、 教 師 教 育 の 研 究 ・ 実 践 両 方 に 、 根 拠 に 基 づ い た 、 か つ ア カ ウ ン タ ブ

ル な（ accountable）教 師 教 育 シ ス テ ム の 再 構 築 が 目 さ れ て い る 。こ の 政 策 動

向 は 教 師 教 育 に 携 わ る 大 学 お よ び 学 校 関 係 者 に 自 ら の 社 会 的 地 位 の 実 質 的 な

不 安 定 化 と し て 切 迫 感 を も っ て 受 け 止 め ら れ 、 教 師 教 育 者 研 究 と い う 新 た な

研 究 フ ィ ー ル ド の 開 拓 、 教 職 科 学 の 進 展 に つ な が っ て い る 。  

な か で も 教 師 、教 師 教 育 者 が 自 身 の 実 践 か ら 汎 用 的 知 見 を 引 き 出 し 、か つ 、

自 身 の 実 践 を 改 善 す る 目 的 を も つ 「 セ ル フ ス タ デ ィ （ Self-Study）」 が 誕 生 し

た こ と は 、 研 究 上 も 実 践 上 も 画 期 的 な こ と で あ っ た 。  

セ ル フ ス タ デ ィ に お い て 知 識 研 究 で 依 拠 し て い る 理 論 は 3 点 あ る こ と が 確

認 さ れ た 。 １ つ は リ ー ・ シ ュ ル マ ン （ Lee Shulman） 1が 提 示 し た 教 職 の 知 識

基 盤 （ the knowledge base for teaching ） で あ る （ Shulman 1986； Wilson, 

Shulman & Richert 1987）。２ つ め は 、コ ル ト ハ ー ヘ ン に よ る 知 識 の 2 分 類 で

あ る （ Korthagen, Kessels,  Koster, Lagerwerf & Wubbeles [2001]2013）。 こ

れ は エ ピ ス テ ー メ ー と し て の 学 術 的 知 識 と 、 フ ロ ネ ー シ ス と し て の 実 践 的 思

慮 で あ る 。フ ロ ネ ー シ ス は 、原 義 で あ る ア リ ス ト テ レ ス に よ る 定 義 で は な く 、

コ ル ト ハ ー ヘ ン や 共 同 研 究 者 に よ っ て 独 自 に 解 釈 さ れ た 、 実 践 を 重 ね る こ と

で 獲 得 し た 技 能 的 知 識 の こ と を 指 す （ ibid.： 275）。３ つ め は シ ョ ー ン に よ る

反 省 的 実 践 家 論 で あ る （ Schön  1983； 1987）。 こ れ ら 3 点 が 相 ま っ て セ ル フ

ス タ デ ィ に お い て は 教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 は 、 具 体 的 職 務 に 即 し た カ テ ゴ

リ ー に 分 類 さ れ て 示 さ れ て き た （ Loughran 2006； Lunenberg, Dengerink & 

Korthagen 2014）。 そ の 意 味 で 、 教 師 教 育 者 が 教 育 実 践 で 活 用 す る 「 具 体 的

技 能 」 や 「 具 体 的 知 識 」 が 数 多 く 同 定 さ れ て き て い る 。 し か し 、 そ れ は 知 識

の リ ス ト 化 に 留 ま っ て い る 。教 師 教 育 者 の 職 能 開 発 を 考 え る う え で も 、ま た 、

専 門 性 を 技 能 や 知 識 の リ ス ト 化 か ら 進 展 さ せ る た め に も 、 第 1 章 で 必 要 性 が

                                                   
1 日本では、1990 年代当時に紹介された際は「リー・ショーマン」と呼ばれていた（佐藤 1997）。また Shulman

の知識基盤研究を精力的に行ってきた八田（2010）も当初は「ショーマン」と呼んでいた。しかし文芸や

映画、建築などの分野において「ショーマン」は”Showman（興行者、芸人）”を指し、人名の Shulman は

「シュルマン」とされる例が散見される。そこで本研究は、Shulman が人名でありすでに他分野で「シュ

ルマン」と訳されてきたことに鑑み、そう呼ぶ。 
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示 唆 さ れ た よ う な 、 内 的 に 知 識 や 技 能 を 調 整 ・ 統 合 す る よ う な 動 的 機 制 を も

つ 知 識 の 探 究 が 必 要 で あ る こ と が 再 び 示 さ れ た 。  

そ う し た 動 的 な 機 制 を も つ 知 識 の 探 究 を 検 討 す る 手 が か り と し て 、 シ ョ ー

ン の 反 省 的 実 践 家 論 に 依 拠 す る こ と が 妥 当 で あ る こ と を 指 摘 し た 。 そ の 理 由

は 、 第 一 に 、 セ ル フ ス タ デ ィ の 理 論 的 基 盤 の 一 つ と な っ て い る た め で あ る 。

第 二 に 、 シ ョ ー ン が 専 門 職 者 の 専 門 的 知 識 を 提 出 す べ く 、 独 自 の 知 識 論 で あ

る 「 実 践 の 認 識 論 」 を 構 想 し て い た た め で あ る 。  

 

第 3 章：シ ョ ー ン に よ る 知 識 論 ― ―「 実 践 の 認 識 論（ epistemology of practice）」 

す で に 広 く 普 及 し て い る「 行 為 内 反 省  ref lection-in-action」の 機 制 を 改 め

て 検 討 し た 。 こ の 語 は 周 知 さ れ て い る が 、 そ の 理 解 も 受 容 の さ れ 方 も 多 岐 に

富 ん で い る （ e.g. Eraut 1994 ； 佐 藤  1997； 秋 田  1996 ； 村 井  2015； 三 品  

2016； 榊 原 ・ 嵯 峨 根 2018）。 そ れ だ け 把 握 す る こ と が 難 し く 、 曖 昧 さ を 含 ん

だ 説 明 が シ ョ ー ン に よ っ て さ れ て い る と 考 え ら れ る 。  

シ ョ ー ン の 著 作 か ら 以 下 の よ う に 行 為 内 反 省 の 役 割 と 機 制 が 明 ら か に な っ

た （ Schön 1954； 1983； 1987； 1992）。 す な わ ち 、 ① 専 門 職 者 は 、 行 為 内 知

（ knowing-in-action） と 実 践 内 知 （ knowing-in-practice） を 駆 使 し て 実 践 を

行 う 。 行 為 内 反 省 は 、 実 践 の な か で 違 和 感 を も つ こ と で 駆 動 さ れ る 。 そ の 違

和 感 は 行 為 内 知 や 実 践 内 知 に 対 す る も の で あ る 。し た が っ て 行 為 内 反 省 と は 、

行 為 の 最 中 に 行 う 認 知 的 か つ 前 命 題 的 思 考 の こ と で あ り 、 経 験 の 事 後 の 省 察

（ reflection-on-action） と は 区 別 さ れ る 。 ② 行 為 内 反 省 は 実 践 者 の も つ 知 識

や 技 能 を 、 状 況 ・ 文 脈 に 合 わ せ て 調 整 ・ 統 合 す る 。 調 整 ・ 統 合 さ れ た 知 識 や

技 能 は 行 為 を 媒 介 に し て 実 践 に 現 れ る 。第 三 者 は そ れ を 能 力 と し て 見 て と る 。

③ 行 為 内 知 や 実 践 内 知 へ の 違 和 感 に よ っ て 行 為 内 反 省 は 駆 動 す る 。 そ れ が 駆

動 す る こ と で 、 行 為 内 知 や 実 践 内 知 は 刷 新 さ れ た り 、 豊 か に な っ た り す る 。

逆 に そ の 違 和 感 が な け れ ば 、 実 践 や 行 為 内 反 省 は ル ー テ ィ ン 化 す る 危 険 性 が

あ る 。  

 

第 4 章 ： 専 門 職 者 が も つ 知 の 特 性 ― ― 「 実 践 内 知 （ knowing-in-practice）」  

行 為 内 反 省 が ル ー テ ィ ン 化 す る 危 険 性 に つ い て 、 行 為 内 知

（ knowing-in-action） と 実 践 内 知 （ knowing-in-practice） の 特 性 お よ び 両 者

の 関 係 性 か ら 明 ら か に し た 。 具 体 的 に は 以 下 の 通 り で あ る 。 ① 行 為 内 知 は す

で に 実 践 者 が 身 体 化 し 、 無 意 識 に 活 用 し 行 為 と な っ て 現 れ る 知 識 や 技 能 の 総

体 で あ る 。 ② 実 践 内 知 は 職 業 が も つ 固 有 の 制 度 か ら 歴 史 的 に 構 成 さ れ て き た

知 で あ る 。③ 実 践 内 知 は 恒 常 性 を 持 ち 、そ の 恒 常 性 は 4 つ の 特 性 す な わ ち「 定

項 」 で 説 明 さ れ る 。 ④ 実 践 内 知 は 職 業 固 有 の 制 度 や 歴 史 か ら 構 成 さ れ て い る

も の で あ り 、 一 方 、 行 為 内 知 は 実 践 者 が 所 属 す る 共 同 体 か ら の 影 響 も 受 け て
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形 成 さ れ て き た も の で あ る 。 し た が っ て 、 実 践 内 知 は 行 為 内 知 を 抑 制 す る よ

う に 働 く こ と が あ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 実 践 内 知 が 行 為 内 反 省 や 行 為 そ の

も の を 抑 制 し た り 、促 進 し た り す る 。以 上 か ら 、人 は 自 ら が 持 っ て い る 知（ 識 ）

に よ っ て 、 自 ら の 行 為 や 判 断 （ 行 為 内 反 省 ） を あ え て 抑 制 し た り 不 作 為 に 陥

る こ と も あ る と 言 え る 。 こ の 機 制 を シ ョ ー ン は 「 過 剰 学 習 （ overlearned）」

と 呼 ん だ 。  

 

第 5 章 ： 感 触 と い う 知 ― ― 専 門 職 者 の わ ざ （ artistry） と し て  

行 為 内 反 省 が （ ひ い て は 実 践 が ） ル ー テ ィ ン 化 に 陥 る こ と な く 、 自 己 刷 新

し （ 知 識 を 新 た に し ） 、 自 己 増 殖 す る （ 新 し い 知 識 を 産 む ） よ う な 機 制 が あ

る の か を 考 察 す る 。 考 察 の 視 角 と す る の は 、 も の ご と に 対 し て も つ 「 感 触

（ feeling） 」 で あ る 。 シ ョ ー ン は 、 卓 越 し た 能 力 を も つ 専 門 職 者 で あ れ ば 、

鋭 敏 な 感 触 を 得 る こ と が で き る 、 と 述 べ る （ Schön 1983： 290） 。 こ の 「 感

触 」 を 得 る こ と の 機 制 を 明 ら か に す る 。 そ の う え で 、 実 践 的 意 義 を 導 く た め

に 、 「 感 触 」 を 得 る こ と の 教 授 可 能 性 を 検 討 し た 。  

感 触 を 検 討 す る た め に 援 用 し た の が 、 知 覚 の 哲 学 と ポ ラ ン ニ ー の 暗 黙 知 で

あ る （ Polanyi [1962]1974； 1966； 1969）。 知 覚 の 哲 学 に よ る と 、 感 触 を 得

る に は 、 誰 で も が 五 感 で 知 覚 で き る 「 低 次 性 質 」 を 知 覚 す る こ と が 必 要 で あ

る が 、 人 の 気 持 ち や 場 の 雰 囲 気 と い っ た 「 高 次 性 質 」 か ら 成 る も の ご と は 、

訓 練 や 学 習 の う え で 、 そ の も の ご と 独 特 の 「 低 次 性 質 」 を 知 覚 す る 能 力 の 開

発 が 必 要 な こ と が 示 さ れ た （ Siegel 2006； Logue 2013； Price 2009； 西 村  

2018）。 そ の う え で 、 低 次 性 質 の 知 覚 と 高 次 性 質 の 知 覚 と の 間 の 機 制 を ポ ラ

ン ニ ー の 暗 黙 知 の 理 論 に よ っ て 説 明 し た 。そ れ に よ る と 、人 は 、手 掛 か り（ 低

次 性 質 ） を 積 極 的 に 得 な が ら 、 対 象 （ 高 次 性 質 ） を 構 成 し て い く 機 制 を も っ

て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 そ の 機 制 が 暗 黙 知 と 呼 ば れ る も の で あ る 。 こ

の 暗 黙 知 は 、 言 語 を 介 在 す る こ と で 、 そ の 機 制 が 活 性 化 し 開 発 さ れ る 。 こ の

言 語 が 役 割 を 果 た す こ と に つ い て は 、 ヒ ュ ー バ ー ト ・ ド レ イ フ ァ ス に よ る 現

象 学 的 知 見 か ら も 確 認 し た （ Dreyfus & Taylor 2015）。  

し た が っ て 、 感 触 を 得 る こ と は 訓 練 や 学 習 に よ っ て 可 能 に な る と 言 え る 。  

以 上 の 説 明 か ら 、 経 験 を 積 め ば 自 然 と 感 触 を 得 る よ う に な る か と 言 え ば そ

う で は な く 、 命 題 的 知 識 で 表 現 さ れ た 理 論 や 述 語 の 獲 得 が 必 要 だ と い う こ と

が 示 さ れ る 。 な ぜ な ら 言 語 が 、 感 触 を 得 る た め の 手 掛 か り を 探 す 暗 黙 知 の 能

力 を 拡 張 す る か ら で あ る 。 こ の こ と か ら は 次 の 示 唆 も 得 ら れ る 。 す な わ ち 、

事 後 の 振 り 返 り （ 経 験 の 省 察 ） に は 、 他 者 の フ ィ ー ド バ ッ ク が 必 要 な こ と 、

と く に 言 語 を 介 在 と し た フ ィ ー ド バ ッ ク が 必 要 で あ る こ と 、 で あ る 。  
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終 章 ： 教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 ― ― 反 省 的 実 践 家 論 へ の 示 唆  

本 研 究 で は 、 教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 を 、 そ の 構 成 内 容 を カ テ ゴ リ ー 的 ・

要 素 還 元 的 ・ リ ス ト 的 に 示 す の で は な く 、 自 己 増 殖 的 で 要 素 に 還 元 さ れ な い

動 的 な 知 識 と し て 、 シ ョ ー ン が 独 自 に 構 想 し た 知 識 論 か ら 探 究 し た 。 と く に

教 師 教 育 者 が 扱 う 内 容 が 自 己 言 及 的 で あ る 性 質 に 鑑 み れ ば 、 そ の 専 門 的 知 識

に お い て は 、 自 ら の 実 践 に お い て 感 触 を 得 る こ と が 重 要 な 知 と な る こ と を 見

出 し た 。  

第 ５ 章 ま で で 明 ら か に な っ た こ と か ら 、 教 師 教 育 者 の 専 門 性 に つ い て 、 次

の こ と が 示 唆 さ れ よ う 。  

第 一 に 、 教 師 教 育 者 の 専 門 性 は 、 命 題 的 知 識 と 技 能 的 知 識 を 文 脈 や 状 況 に

適 合 的 に 行 為 の な か に 現 す 動 的 な 機 制 を 持 つ 専 門 的 知 識 か ら 説 明 す る こ と が

で き る 。  

第 二 に 、 専 門 的 知 識 は 、 状 況 や 文 脈 へ の 感 触 を 得 る と い う 動 的 原 理 を 内 的

に 持 つ も の で あ る 。 こ の 感 触 が 、 シ ョ ー ン の 言 う 行 為 内 反 省 を 駆 動 さ せ 、 実

践 や 行 為 内 反 省 を ル ー テ ィ ン 化 す る 危 険 性 を 減 少 さ せ 、 す で に 持 っ て い る 知

を 刷 新 し 、 増 殖 さ せ る 。 し た が っ て 、 感 触 を 得 る 動 的 機 制 が 、 知 識 の 内 に 必

要 と さ れ る 。  

第 三 に 、 教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 は 、 教 え る こ と を 学 ぶ 者 （ 教 師 志 望 学 生

や 現 職 教 員 ） の 専 門 的 知 識 を 開 発 す る た め に 、 彼 ら の 得 る 感 触 を 開 発 ・ 育 成

す る に 足 る 水 準 を 持 た ね ば な ら な い 。 そ の 水 準 と は 次 の よ う に 表 わ せ る 。 彼

ら が 実 践 で 得 る 感 触 を 、 経 験 の 事 後 的 な 振 り 返 り （ reflection-on-action） に

よ っ て 言 語 化 し た と き 、 そ の 描 写 表 現 に 現 れ た 彼 ら の 認 識 に 関 し 、 そ の 位 相

を ず ら し た り 、 抽 象 度 を 上 げ た り で き る 水 準 で あ る 。 そ れ は 言 語 を 用 い て 教

授 さ れ な け れ ば な ら な い 。 言 語 が 用 い ら れ る の は 、 言 語 に よ っ て 教 え る こ と

を 学 ぶ 者 は 、自 ら の 実 践 や 経 験 を よ り 深 く 理 解 で き る よ う に な る た め で あ る 。 

 本 研 究 の 意 義 と し て 次 の 点 が 指 摘 で き る 。  

第 一 に 、 教 師 教 育 者 研 究 の 先 端 に あ る セ ル フ ス タ デ ィ の 代 表 的 な 先 行 研 究

を 体 系 的 、 網 羅 的 に 行 い 、 全 体 像 を 示 し た こ と で あ る 。 こ の こ と で 、 日 本 に

お け る 教 師 教 育 者 研 究 を 進 展 さ せ る た め の 基 礎 研 究 に 貢 献 で き た 。  

 第 二 に 、 シ ョ ー ン の 反 省 的 実 践 家 論 を 再 検 討 す る こ と で 、 こ れ ま で 十 分 に

は 理 解 さ れ て こ な か っ た 鍵 概 念 、 す な わ ち 、「 行 為 内 反 省

（ reflection-in-action ）」「 行 為 に つ い て の 反 省 （ reflection-on-action, 事 後

の 振 り 返 り ・ 省 察 ）」「 行 為 内 知 （ knowing-in-action ）」「 実 践 内 知

（ knowing-on-action）」の 解 釈 と 、相 互 の 関 係 性 を 明 ら か に し た こ と で あ る 。

こ の こ と で 教 師 教 育 研 究 に お け る シ ョ ー ン の 反 省 的 実 践 家 論 の 援 用 可 能 性 が

拡 張 さ れ よ う 。  

 第 三 に 、 シ ョ ー ン の 反 省 的 実 践 家 論 を 援 用 す る こ と で 、 こ れ ま で カ テ ゴ リ
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ー 的 ・ 要 素 還 元 的 ・ リ ス ト 的 に 示 さ れ て き た 教 師 や 教 師 教 育 者 の 知 識 を 、 知

識 や 技 能 を 文 脈 や 状 況 に 適 合 的 に 調 整 ・ 動 員 し て 行 為 の な か に 現 す 動 的 な 機

制 を も つ 知 識 観 を 示 し た こ と で あ る 。  

 最 後 に 、 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題 を 述 べ た い 。  

一 つ 目 の 限 界 は 、 教 師 の 専 門 的 知 識 の 開 発 に 、 事 後 の 振 り 返 り

（ reflection-on-action） が 有 効 で あ る こ と は 示 せ た が 、 そ れ を 具 体 的 方 略 と

し て 検 討 す る こ と ま で は 及 ば な か っ た こ と で あ る 。 具 体 的 方 略 を 検 討 す る こ

と で 、 そ の 方 略 を 遂 行 す る た め に 教 師 教 育 者 に 必 要 な 知 識 が 明 ら か に さ れ 、

ひ い て は 教 師 教 育 者 の 専 門 的 知 識 解 明 へ の 示 唆 が 得 ら れ よ う 。  

二 つ 目 の 限 界 は 、 倫 理 性 を 含 ん だ 専 門 的 知 識 の 探 究 の 必 要 性 で あ る 。 教 育

の 営 為 が 他 者 の 人 間 存 在 と 対 峙 す る 瞬 間 を も っ て 他 者 へ 働 き か け る 行 為 で あ

る こ と か ら は 、 そ の こ と も 教 師 教 育 者 の 専 門 性 に 含 ま れ な け れ ば な ら ず 、 ま

た 、 教 師 教 育 の 教 育 内 容 と し て 扱 わ れ な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 教 師 教

育 者 の 専 門 性 に は 倫 理 性 が 入 っ て こ ざ る を 得 な い が 、 本 研 究 は 取 り 上 げ る こ

と は で き な か っ た 。 よ り 包 括 的 に 教 師 教 育 者 の 専 門 性 を 検 討 す る に は 、 専 門

的 知 識 が も つ 倫 理 的 側 面 に つ い て 、 そ の 存 在 と 発 揮 さ れ る 内 的 機 制 と を 検 討

す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 教 師 教 育 者 の も つ 専 門 性 の 社 会 的 ・ 職 業 的 妥 当 性 に

か か わ り 、 ひ い て は 児 童 生 徒 へ の 教 育 の 根 幹 に も 触 れ る 問 い で も あ ろ う 。 今

後 の 課 題 と し た い 。  
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